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シカによる樹木食害調査結果（概要）まとまる Ⅵ■ 
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～食害を受けた割合が８割を超過

当センターでは，平成9年より脈年知床の国有林1ﾉﾘでエゾシカによる'１M水食害調査を行ってい

ます。樹木食害とはエゾシカがＭ１水の皮をはぎ取り食べてしまう被害で，樹皮を全周食べられる

と樹木が枯れてしまい，林業被害の拡大や森林生態系のバランスが崩れるui能性もあり深刻なＩｌＭ

題となっています。

下表はイチイの食害推移をあらわしたものです。平成15年の調査結果によると，新たに食磐を

受けたイチイは36本となり，過去に食害を受け，今回災に食害が材周方liilに広がった個体は71本

になりました。

食害の経過については，平成8年から9年にかけて食答が急激に轍え，その後徐々に増え続け，

平成15年はイチイ全体の８２

％が食害を受ける結果とな ｲﾁｲの食害推移(積算割合）
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りました。

このようにイチイへの食

害が年々鱒え識け約８割の

イチイが食害を受けている

こと，調査侭はイチイの林

水辿伝資源l)Ｍご`}|;に指定さ

れていることなどから，イ

チイを樹皮食嘗より保護す

る目的で、iWz成12年秋に食

害防除用の網を綱逓区内の

イチイ約100本に巻き経過

をみています。
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例艸旦になく４月末まで|(厩っていた流氷が去り，’|(｣ｌＵの雪も解け例年11tみにエゾヤマザクラの

１１１『が膨らみｲﾋﾞが開きだしました。センターからあたI)を見渡すと，茶色かつた木の枝が1」に口に

緑に獲り変わっています。公園の陛化の『|]に，１１f紫の鮮やかなエゾエンゴサクの花があちらこち

らに彩りを添えています。

冬の１１１１交通規制されていた知床俄断道路も連休の前'１に半年ぶりのi)W画になりました。さっそ

くIW1jmになった[Ⅱ|道W)いにある幻のW1といわれるポンホロ沼へ行きました。

Mililzならば水1iiiが多くて渡るのに,１１ﾄﾞﾂjするiMl沢は，まだ残雪で1111まっており散漿路にも雪があ

り残･ｌｉの'二を歩きながら進みました雪ポンホロ沼に近づくにつれてエゾアカ蛙の鳴き'1;がMilこえ

てきます。沼の周lllNは雷が残り水liiiが顔を'１池たばかりの様です。残,壜『『の羅白岳が１１５１ｍに望める

岸に立つと，水而に１１１鱒を映した柵と，錐ぶきの遅い木々が茶色く林立して静寂を係っています。

その賑の中で，ウグイスの鳴き声が'111こえています。１１１１水を覗くと，ゼリー状の卵がW1Iの中の

完らちらこちらに見えました。

Ｗｌ１の隷は雪にＩ１Ｉｌまれて，木々のj』|:炊きはまだでl1llのｲﾋだけが薄緑に几えました。道ｒｌ１の１１１の斜

面にキタコブシの白い花が見られました。これから木々が芽吹いて新緑になると美しくなります。

融習水のたまったポンホロ沼の水が潤れるのは例年７)〕上旬ですが，雪解けが遅いので今年も

そのＩｒｉまでこの幻の沼が見られそうです。
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8年まで9101112１３Ｍ１５

年

【壁 ■ Ｓ４矢口形榿イ錘圃奔〕運Eiffifl調云i童

冬期間通行止めとなっていた知床`横断道路が，４)］

２５Ｆ１（金）１０時に開通しました。斜里Ｍ１｢1111のIllRMIl

ゲート前では，９時４０分からＩｌＬｌ係1聯や観光客など紙
１５０名が参り'し開通のセレモニーが催されました。
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なお，夜間路面徽絲のおそれがあるため，

当面の閥は午前１０時から午後３時３０分

の''１１１のみ通行可能となります。

また，知床近ii1illまでの道道知床公１M級と
'１１J道も，１司日１１１１#にＩ)M適しました。

２JⅡ饅U樫磐.呂勢凸湿
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氷が残る『ポンホロ沼』 可憐な『エゾエンゴサク』
当日，峠からみた『羅臼岳』

匠ｓｓ４矢口康ｲ鐘１軒塗糯'調邇￣



○知床自然観察教育林

知１１《の111然が凝縮さｵ1た形で見られる朧林です。大水の!'畠い)災った森'１(の｢'１を，I1lillliii数百年の

ミズナラを見ながら，ｊ１１１床の様の奥深くへ入っていきます。Ⅱl別川の浦流に連なるlWiきの滝，ク

マゲラの滝を訪れます。

ｏ繩臼湖

繩臼iM1は周阿3.7ｋｍ，’二|の前に知IKJ別岳，後ろを振り返れば天頂山が見える111に|＃1まれた，

lMWlWiな隠れた名所です。縦臼iiljlへ至る遊歩道沿いには大小５つの7Mや漁原が点１１１三し，，蔚山植物を

観察することができます。天候が変わI)やすく，晴天に慰まれる１１は多くありませんが，それだ

けに'11りれた時の蛾色は絶,MＩです。

〉今年度もイベントをよろしくお願いします

今年度のセンターのイベント計画が決

まりました。

皆さんを今なお神秘に艇われた知床の

瀧林へご案内します。いずれも選りすぐ

ったコースです。ｌﾉﾘ季それぞれの森林の

変遷，美しさをMH施してください。

また，斜里H1J立知床棚物館のごM1力に

より，より内容を充実したイベントにし

ていきます。

なお，詳細については，開催日が間近

になった時点で，ホームページ，市や|(1J

の広報誌，新lllLh1f報誌などでお知らせ

いたします。
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昨年の実施状況（秋の知床硫黄山登山）

羅臼湖教育林内の滝

◎森林レクリエーション・ｉｎ知床
Ｏ知床硫黄山新噴火口

道道知床公園線沿いの蓬111道人口から隙liW約700ｍの噴火１１まで，藤｛:|§の｢↑$や洲珊を風景を楽

しみながら躍ります。途中で振I)返れば，紺熟のオホーツク海やカムイワッカ鰯の池を見ること

ができます。新噴火１Jからは今も水蒸気がj二がっており，場伺が地熱で風化しlih物が全く育たな

いガレ場となっています。

○フレベの滝（乙女の涙）

オホーツクMlfに流れ群ちるフレペの脆のⅢ|Ｉ辺の森林を［歩くスキー」で散簾します。池の上部

に広がる．ﾉﾄﾞ原では，エゾシカの群れや流氷を'1兆めたり，Ｗｒ崖付近の森林を巡I)ながら，冬の知床

を満喫できます。途rlTにはクマゲラの食痩やヒグマの爪痕もあります。

実施月日（１１hＭ.]） 行事内容 実施蝿I１ｆｌ募集人員

平成15年

７月９ロ（水） 輿の森に臓きの滝を探して 自然観察救育林 ２３名

８月７日（木） iIlI秘の羅臼湖と五つのＷｌ巡り 羅臼糊 ２３箱

９月４１］（木） 初秋の知床硫鐘''１を訪ねて 知床硫戯１１１ ２３箱

新|噴火１１

平成16年

３月４１１（木） フレペの滝周辺の嫌を歩く フレペの滝川辺 ２３名

スキーで散策 Ｆ Pご秤

◎森とのふれあい

実施月１１（Hi11｣） 行事内群 実施場所｜募集人風 ＰＬ 

Wz成15年

６月１５１」（111 '３然観察と体験林難(炭焼き］ ボン水口柵．セン ２３名

夕一庁舎敷地１Ａ

９月２０脚（土１ ドングリ調査とイチイ鹿害 1329林班，１３３６林 ３０名
n二勺、

対策（網巻）体験 班。1377林班

知床硫黄山新噴火口 フレペの滝１１月２３１;Ｉ（｢1１ 嫌の恵みのクリスマスリー センターセミナー ３０名

ス作じ 室

pIz戒16年
ホームページヘのアゲセス件諭が年間＝万件に迫る１月１０１１（土！ 冬休み親ｆ木工体験 センターセミナー ３０鍋

竈
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歩くスキーでi牒釣柵IiM辺を 当センターのホームページに，；|匹成１４年度｢|丁に約２７y９Ｗｌ３（対前年度比ｌ２ｉｉ％）

スをいただきました。ありがとうございました。今年度もさらに内容を充実するよう，

lli(1)純みますので、よろしくお願いいたします。

のアクセ

幟員一同

２月７１J（ﾆﾋ］ 祷釣沼周辺の''1ｲ1． ３０名

散策 林
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炎施月日（IllM【]） 行事｜ﾉﾘ客 実施場１１「 募集人員

平成15年

７月９日（水） 輿の森に畷きの滝を探して 自然観察裁育林 ２３名

８月７日（木） 榊'１秘の羅臼湖と五つの柵巡り 羅臼湖 ２３名

９月４１:1（木） ,mj秋の知床硫黄''１を飾れて 知床硫戯

新噴火1J

１１１ ２３希

平成16年

３月４１:｣（木） ﾌﾚﾍﾟの極周辺の森を歩く

スキーで散策

フレペの滝川辺 ２３名

実施月1１（ni11｣） 行事｜ﾉリ群 実施場所 募集人員

』lz成15年

６月１５１」（||） '３然観察と体験Iil;難(炭焼き） ポンホロガ､，セン

夕一庁舎敷地1ﾉリ

２３名

９月２０脚（上） ドングリ調憲とイチイ鹿害

対策（網巻）体験

1329林班，1336林

班，1377林班

３０名

１１月２３１;Ｉ（｢1） 森の恵みのクリスマスリー

ス作り

センターセミナー

室

３０名

ｴＩｚ戒16年

１月１０１１（土） 冬休み親子水]:体験 センターセミナー

竈

３０名

２月７［１（土） 歩くスキーで瀞釣沼IiIil辺を

散策

祷釣

林

沼１，Ｍ１辺の''1ｲ『 名０ ３ 


